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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 メニエール病の病因についてはなお解明されない点が

多く，治療法も一定していない．著老はその発症におけ

る自律神経異常の関与を重視して，メニエール病患者に

自律神経用剤による薬物療法を試みた，その結果，この

ような薬物治療に抵抗する難治例の存在することが明ら

かとなった．そこで最近各種の難治性疾患に試みられて

いる東洋医学的治療，とくに針治療を取り上げ，これが

メニエール病に対しどのような治療効果を持つかについ

て検討した．

 対象および方法

 1．昭和46年1月から49年12月までの4年間に東京女

子医科大学耳鼻嘔喉科を初診したメニエール病患者65例

を対象として，自律神経用剤を主とした薬物治療を行

い，その予後を2～6年（平均3．8年）後のアンケート

によって調査した．

 2・薬物治療に抵抗する難治性メニエール病65例に対

し，20分間通電法による針治療を，10～15回を1クール

として行った．その効果を，特にめまい発作について

は，観察期間，め窪い発作の頻度と強さに関する一定の

基準をもうけ，判定した．

 結果

 1．薬物治療を行うた65例のうち，アンケートにより

61例の予後がわかった（回収率93．8％）．その結果は次

のようであった．

 1）61例中48例（79％）にめまい発作の改善をみた．

このうち1年以内に効果の現われたものは41例で，全体

の67％にあたる．

 2） めまい発作の消失後も，半数以上の症例が耳鳴な

どの後遺症を訴えた．

 2．針治療を行った65例の治療成績は次のようであっ

た．

 1） 反復性めまい発作に対しては，治療点を工夫した

現在の方法によって，16例中8例（50％）に有効であっ

た．有効例には聴力が30dB未満の例が多かった．

 2） 難聴に対しては18例中7例（39％），耳鳴に対し

ては18例中4例（22％）に有効であった．難聴の有効例

は平均聴力損失60dBまでの例であり，高度難聴者には

効果はなかった．

 3） 平衡障害を主訴とした2例はいずれも改善した．

 4）めまい発作消失後に，浮動感などの後遺症状を訴

えた13例に対しては，明らかな改善はみられなかった．

 まとめ

 メニエール病患者は上述の薬物治療により，およそ

2／3の症例が1年以内にめまい発作の消失ないし軽減を

きたした．しかし1／5の症例は難治性で，他の治療法を

必要としていることがわかった．また，難治例における

治療成績より，20分間通電法による針治療は，高度の内

耳障害を起こす前のメニエール病早期における治療法と

して有用であると思われた．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，メニエール病の治療法のうち，最も広く行われている薬物療法の効果と限界を明らかに

すると共に，対象を難治例に限定し，一定の基準を設けて針治療の本疾患に対する効果を検討したも

のである，メニエール病の治療に寄与する価値ある研究と認める．
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